









































































































































































































河川名 鉛川 二迫川 大土川 昔川 長崎川
地点名 森下 久保橋 豊後橋 古戸橋 要害橋 下大土橋 小古橋 上久保橋 一迫川合流点
一般項目
電気伝導度
¨μÓ¯ãí© ±µ° ±µ° ´µ ´³ ´¶ ¸®² ¸®· ¹®± ±°
ÂÏÄ¨íç¯ì© °®µ °®¹ °®¹ ± °®¹ °®µ °®¹ ±®± ±®±
硬度 ¨íç¯ì© ¶¹° ¸¶µ ´´¹ ±¸· ²°± ±¹ ²± ²² ²¶
ÔÏÃ¨íç¯ì© ±®µ ±®· ±®µ ±®· ±®· ²®² °®¸ ±®± ±®´
Ãá¨íç¯ì© ²´° ³±° ±¶° ¶µ ¶¹ ´®± µ®³ µ®µ ¶®¶
Íç¨íç¯ì© ²² ²² ±² ¶®± · ²®± ² ²®± ²®³
重金属濃度（μç¯ì）［全量］
Ãõ ±®¸± ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　 ¼±®´　
Úî ¹²± ´·¹ ±²¶ ±µ· ±·¸ µ³ ²®³± µ®´¹ ¶®¹
Ãä µ®²¶ ´®¸· ±®°¸ ±®±´ ±®²¸ °®³¸ ¼°®°²¶ ¼°®°²¶ ¼°®°²¶
Ðâ ²°®³ ¸®·¸ ±®¹´ ²®¶² ³®°· °®¸²· °®°·µ ¼°®°°²· °®³²¹
（Â）²°°µ年ᴱ月²·～²¹日
汚染区 非汚染区
河川名 鉛川 二迫川 大土川 昔川 長崎川
地域名称 森下 久保橋 豊後橋 古戸橋 要害橋 下大土橋 小古橋 上久保橋 一迫川合流点
一般項目
電気伝導度
¨μÓ¯ãí© ±´± ±³¹ µ´ ´¹ ´¶ ¸®± ±± ·®· ·®´
ÂÏÄ¨íç¯ì© ±®³ °®¸ ± °®¹ ±®± °®¸ ±®± ±®´ ±®´
硬度 ¨íç¯ì© ¸³± ¸°¶ ²¶² ²´¸ ²³² ±¸ ²· ²³ ²µ
ÔÏÃ¨íç¯ì© ±®¶ ±®³ ±®± ±®± ±®² ±®³ ²®³ °®¹ ±
Ãá¨íç¯ì© ²¹° ²¸° ¹° ¸µ ·¹ ´®± ·®± µ®¶ ¶®µ
Íç¨íç¯ì© ²¶ ²¶ ¹®± ¸®¸ ¸®µ ±®¹ ²®³ ²®± ²®±
重金属濃度（μç¯ì）［全量］
Ãõ µ®²´ ´®³¹ ±®¹³ ±®´ ±®²¸ ³®²¸ °®²·± ¼°®±² °®³³¸
Úî ´´· ³·· ±³¶ ±µ² ±²¶ ¶³®¸ ´®¸¹ ¶®´¶ ¶®°¹
Ãä ²®·¹ ³®¹· ±®²³ ±®±² °®¸¹¸ °®´¸¸ ¼°®°°²· °®°³³ °®°±±
















アブラハヤ ¹ ±² ¶¶ ¸µ ±´¶ ¹³ ±·±
マドジョウ ² ±³ ¸ ±
ウグイ ± ±± ¹ ² ± ¸ ·



















アブラハヤ ³² ²² ¸¸ ±³· ±±µ ´µ ¸´
マドジョウ ´ ¶ ³´
ウグイ ² ±· ±¸ ³ ± ± ±




















アブラハヤ ±¸ ±³ ±µ´ ±°¶ ²µ± ±´² ²´³
マドジョウ ² ·¶ ¸
ウグイ ±² ±° ¹ ± ¸
オイカワ ³ ± ±












































































































































種名 個体数 種名 個体数
アブラハヤ ²°³² アブラハヤ ¶°¶
マドジョウ ±µ´ マドジョウ ²·
ウグイ ±±´ ウグイ ²²
オイカワ ±· シロサケ ±¶
モツゴ ±µ タモロコ ´
シマドジョウ ³ アユ ²
ナマズ ³ 非汚染区のみ出現した種
非汚染区のみ出現した種 種名 個体数
種名 個体数 スナヤツメ ±³
タモロコ ³ ギバチ ±±
ホトケドジョウ ± シマドジョウ ´
汚染区のみ出現した種 ゴリ ³
種名 個体数 イワナ ±
トウヨシノボリ ² ホトケドジョウ ±
スナヤツメ ² 汚染区のみ出現した種
フナ類 ² 種名 個体数






種名 個体数 種名 個体数
アブラハヤ ´¸¸ アブラハヤ ³±²¶
ウグイ ´· マドジョウ ±¸µ
非汚染区のみ出現した種 ウグイ ±¸³
種名 個体数 オイカワ ²²
マドジョウ ´ モツゴ ²±
ギバチ ´ スナヤツメ ±¸
スナヤツメ ³ シロサケ ±¶
アユ ± タモロコ ±°
ニゴイ ± シマドジョウ ·
ホトケドジョウ ± アユ ³
汚染区のみ出現した種 ナマズ ³
種名 個体数 ニゴイ ²
オイカワ µ 非汚染区のみ出現した種
モツゴ ´ 種名 個体数
タモロコ ³ ギバチ ±µ
オオクチバス ± ホトケドジョウ ³
カマツカ （目視） ゴリ ³
フナ類 （目視） イワナ ±
コイ （目視） 汚染区のみ出現した種
種名 個体数
フナ類 µ＋（目視）
カマツカ ²＋（目視）
トウヨシノボリ ²
オオクチバス ±
コイ （目視）
ì、Ãä：³®¹·μ ç¯ì、Ðâ：¶®²´μ ç¯ìであった。このこ
とから、本種は少なくともこの程度の重金属類濃度ま
でならば、一定期間生存することが可能であると考え
られる。
　また、ドブガイがこの地点で生息していたというこ
とは、ドブガイの主要な餌であるプランクトン類や珪
藻類も、少なくともこの重金属類濃度までならば生存
が可能であるということを示している。一般に、ドブ
ガイなどの淡水二枚貝類は河川水を入水管から取込
み、ハリケイソウ（Synedra acus）といった淡水珪藻
類を濾し採ることによって捕食している（橋本・瀧、
±¹µ±）。したがってこうした二枚貝類の存在を用いる
ことにより、珪藻類やプランクトン類などのより小型
の水生生物の存在とそれらの重金属類に対する耐性に
ついても間接的に示すことができると考えられる。
　一般に、ドブガイなどの淡水二枚貝類はクロキディ
ウムと呼ばれる幼生期を過ごし、この間、ヨシノボリ
類の鰓等に付着して生育することが知られている（福
原、±¹¸¶）。このことは、このドブガイが、ヨシノボ
リ類に付着することによって他所から持ち込まれ得る
ことを示している。上記の通り、今回の調査ではこの
調査地点以外でトウヨシノボリ類ならびに二枚貝類が
採集されていない。このことから、調査地点とその周
辺にヨシノボリ類ならびにドブガイが高密度で定住し
ている可能性は低いと考えられる。今回の調査では、
調査地点より河川規模の小さい上流域の鉛川におい
て、これらの水生生物が採集されなかった。またこれ
より上流側には幾つかの大きな堰堤があることから、
ヨシノボリ類が鉛川の上流域とこの区間の間で移動を
行っていることは考えにくい。採集された個体は、い
ずれもより上流への移動が困難なコンクリート堰の下
流側でみつかっていることから、これらはいずれもよ
り汚染の少ない二迫川や周辺の田んぼの排水路等から
移動してきたものが採捕された可能性が示唆される。
　仮にこれが事実であれば、鉛川に分布するヨシノボ
リ類以外の魚種についても、鉛川以外の区域から一時
的に汚染区間に侵入してくるケースが示唆される。つ
まり、重金属類による汚染が続いている鉛川と二迫川
においては、一定の種類の水生生物の生息分布が認め
られているが、実態はその多くがこの川で再生産した
ものではなく、周辺の河川や田んぼの用水路等で繁
殖、生育したものが何らかの要因によって鉛川に進入
してきたことが考えられる。この場合、現在の鉛川の
重金属類濃度は、ある種の魚類や二枚貝類の一定期間
の生存を許容するものであっても、これらの水生生物
の再生産を保証するものではないということになる。
従って今後は、幾つかの水生生物に焦点を合わせ、こ
れらの水域間の移動の有無やその背景にあるメカニズ
ムを調べる必要があると考えられる。
ᴲ　まとめ
　一般に、重金属類の汚染源がある鉛川の上流域では
重金属類濃度が高く、下流域から二迫川にかけて徐々
に濃度が減少した。²°°¶年の水生生物調査では鉛川の
上流域からそれぞれアブラハヤ、マドジョウ、ウグイ、
オイカワ、モツゴ、シマドジョウ、ナマズ、トウヨシ
ノボリ、スナヤツメ、フナ類、カマツカ、タモロコ、
ホトケドジョウ、サワガニ、およびドブガイが出現し
た。採集個体数は、アブラハヤならびにマドジョウが
各調査地点でᴭ～²µ±尾と最も多く、次いでウグイな
らびにオイカワがᴭ～±¸尾、モツゴ、シマドジョウ、
ナマズ、トウヨシノボリ、スナヤツメ、フナ類、カマ
ツカ、タモロコ、ホトケドジョウがᴭ～ᴱ尾となった。
また二枚貝類であるドブガイは、鉛川の下流域でᴮ個
体のみが確認された。一部の魚類に関しては、重金属
類による汚染が少ない地点ほど生息密度が増加する傾
向が見られたことから、重金属類が魚類生息状況に影
響している可能性が示唆された。
　ただし、魚類は汚染の少ない支流域や本流域からの
移動が可能であることから、全てのライフサイクルを
この地点で送ることが出来るかどうかは不明であっ
た。一方、ドブガイは着底後の移動性が少ないことか
ら、推定でᴮ年以上、汚染区間で生息していると考え
られた。この地点の重金属濃度は、銅（Ãõ）：＜±®´μç¯
ì、亜鉛（Úî）：´ ·¹μç¯ì、カドミウム（Ãä）：´ ®¸·μç¯
ì、鉛（Ðâ）：¸®·¸μ ç¯ì（²°°´年）、Ãõ：´®³¹μ ç¯ì、
Úî：³··μç¯ì、Ãä：³®¹·μç¯ì、Ðâ：¶®²´μç¯ì（²°°µ
年）であった。このことから本種は、少なくともこの
濃度までならば、重金属類の影響下での着底ならびに
生育が可能であると考えられた。また鉛川ではヨシノ
ボリ類がほとんど見られないことから、この個体は汚
染が少ない周辺の田んぼやより汚染の少ない二迫川本
流から移動してきたヨシノボリ類に付着してきたこと
ᴪ¸¶ᴪ
宮城教育大学紀要　第´²巻　²°°·
などが考えられた。
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